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温度 19-250Cの範囲内における齢別の死亡 gs 10.8 31. 0 
率を比較すると，1齢幼虫が最も高く，以下2 幼 虫 10.3 161. 1 
齢， 3齢， 4齢幼虫の順に低くなる傾向が見ら 鍋 9.4 52.6 
れた. s 蝋 9.9 250.5 
第3表 幼虫期間，蝋期間の死亡率(%)
五尊iT〉 14 11.6 19'・ 22.5 25 32 
l 齢 5.7 4.0 21. 8 4.0 4.1 23.5 
2 齢 0.6 4.0 3.4 4.0 12.3 6.1 
3 齢 0.6 1.0 2.3 1.0 。 4.1 
4 齢 1.1 2.0 。 。 。 16.3 
1-4齢 8.0 11.0 27.6 9.0 16.4 50.0 












































。 100 2∞ 3∞ 
. 産卵数(個)。 234 567 





第 4表 成虫の生存期間と温度との関係 (1日16時間照明)
温("C) 度 性 個 ( 体頭)数 平均務期間 最長の〈生日存)期間 .
15 
8 17 15.9土4.57・ 26 
♀ 16 23.4土6.11 32 
20 
8 19 10.9土3.60 16 
g 17 12.3士2.75 17 
25 
8 86 7.8土2.55 14 
♀ 65 8.7土2.43 15 
32 
8 38 7.2土2.30 1 
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1 ) 卵の発育期間は 15-320Cの範囲で，幼虫，踊の発育期聞は 14-250Cの範囲で，
温度上昇に伴い短くなった.それぞれの温度と発育期間の関係から，発育零点と有効積算
温度を求めると，卵:10.80C， 31日度， 幼虫:10.30C， 161日度， 踊:9.40C， 53日度と
なった.
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